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◎ 前ページまでの下の余白の標語について、このような行為を行い、処罰されますと公民権停止の対象となります。

　

今
期
定
例
会
に
お
い
て
、
当
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
議
案
二
十
件
、
継
続
審

査
中
の
請
願
一
件
に
つ
い
て
審
査
し
た
。

議
案
二
十
件
は
全
て
全
員
一
致
で
原
案

可
決
、
請
願
は
継
続
審
査
と
決
し
た
。

　

議
案
第
百
五
号
で
は
、
橋
梁
維
持
費

の
中
で
橋
梁
点
検
シ
ー
ト
の
作
成
に
つ

い
て
、
都
市
計
画
総
務
費
の
土
地
賃
借

料
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
住
宅
管

理
費
で
は
、
老
朽
化
し
た
市
営
住
宅
の

建
替
え
に
あ
た
っ
て
は
、
子
ど
も
を
生

み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
な
ど
、
公

共
施
設
や
市
営
住
宅
の
あ
り
方
や
配
置

な
ど
も
考
慮
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が

出
さ
れ
た
。
都
市
再
生
整
備
事
業
費
で

は
、
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
交
付
金

事
業
と
し
て
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
三

年
間
取
組
む
事
業
の
説
明
が
あ
っ
た
。

「
ま
ち
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
業
務
委
託
」

は
、
城
東･

城
西
地
区
な
ど
の
市
街
地

エ
リ
ア
で
様
々
な
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
、
外
部
へ
情
報
発
信
を
す
る
な

ど
、
津
山
の
総
合
的
な
案
内
業
務
を
行

う
も
の
で
あ
り
、「
津
山
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
業
務
委
託
」
は
、
市
外
で
多
方
面

に
活
躍
し
て
い
る
津
山
市
出
身
の
若
者

を
、
津
山
市
民
が
応
援
団
と
な
っ
て
支

援
す
る
も
の
で
、
ふ
る
さ
と
津
山
の
情

報
を
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
な
ど
で
発
信
し
、

結
び
つ
き
を
深
め
、
将
来
的
に
津
山
の

ま
ち
づ
く
り
に
繋
げ
て
い
く
事
業
で
あ

る
。
市
民
へ
分
か
り
や
す
く
広
報
を
す

る
よ
う
要
望
が
出
さ
れ
た
。

　

議
案
第
百
二
十
四
号
の
中
で
、
新
年

度
上
水
道
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
二
十
一
年
度
は
、
総
配
水
量

前
年
度
対
比
一
．
六
パ
ー
セ
ン
ト
減
、

給
水
収
益
約
二
千
万
円
の
減
と
予
測
し

て
お
り
、
給
水
戸
数
四
万
一
千
百
戸
を

目
標
と
し
て
、
営
業
努
力
を
し
て
い
き

た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
将
来
に
向

け
て
、
給
水
人
口
も
伸
び
悩
み
、
給
水

量
も
節
水
意
識
の
高
ま
り
な
ど
に
よ
り
、

減
少
し
て
い
く
も
の
と
予
測
さ
れ
、
企

業
の
業
績
不
振
な
ど
不
安
要
素
も
あ
る

中
で
、
財
政
基
盤
の
強
化
、
経
費
削
減

な
ど
に
一
層
の
努
力
を
行
う
必
要
が
あ

る
と
の
説
明
に
、
更
な
る
経
営
努
力
に

よ
り
料
金
の
安
定
に
努
め
る
よ
う
要
望

が
出
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

報
告
事
項
と
し
て
、
津
山
市
長
期
未

着
手
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山
の
状
況
に

つ
い
て
、
津
山
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
策

定
状
況
と
概
要
の
報
告
を
受
け
た
。
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